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Painted History

見
え
な
い〈
関
係
〉を
想
像
す
る
杖つ

え

画
家
た
ち
の
美
術
史

1973年、パリ・ビエンナーレに参加。パリ市
立近代美術館で《関係ーエネルギー》（次ペー
ジ上）を制作する。電流を様々な物質に伝導
させて、エネルギーが光や音、運動に可変す
る様子を見せた。作品に使う石が見つからず
困っていたら、同展に出品していた韓国人の
作家が街の造園店から調達してくれた　
撮影＝河口千賀子

鷹
見
明
彦
＝
文

森
田
兼
次
＝
写
真﹇
＊
印
﹈

千
葉
県
九
十
九
里
浜
に
沿
っ
て
つ
づ
く

サ
ー
フ
ウ
ェ
イ
を
途
中
で
折
れ
て
、
し
ば

ら
く
行
く
と
、
田
園
の
住
宅
地
に
新
築
の

ア
ト
リ
エ
を
見
い
だ
す
。
大
き
な
小
屋
の

よ
う
な
三
角
屋
根
と
ダ
ー
ク
・
グ
レ
ー
の

外
壁
は
、
種
子
や
植
物
を
鉛
で
封
じ
た
作

品
で
知
ら
れ
る
作
家
の
主
要
作
《
鉛
の
温

室
》
を
思
わ
せ
る
。

「
僕
が
生
ま
れ
育
っ
た
の
は
、
現
在
の
神

戸
の
兵
庫
区
。
終
戦
時
は
５
歳
だ
っ
た
。

疎
開
先
の
村
で
は
、
洪
水
で
家
畜
や
作
物

が
何
も
か
も
流
さ
れ
る
の
を
見
て
、
自
然

の
力
を
体
験
し
ま
し
た
」。

「
戦
争
は
大
人
た
ち
が
、
も
う
す
べ
て
を

破
壊
し
尽
く
し
て
、
壊
す
も
の
が
な
く
な

っ
た
の
で
終
わ
っ
た
の
だ
と
子
供
心
に
思

っ
た
。
焼
け
跡
の
土
に
種
を
ま
く
と
、
大

地
か
ら
新
し
い
生
命
が
芽
吹
い
て
き
た
。

あ
と
か
ら
考
え
る
と
、
僕
の
作
品
の
原
点

に
は
、
そ
う
し
た
子
供
の
こ
ろ
の
風
景
や

体
験
が
あ
る
。
焼
け
跡
の
町
で
、
友
だ
ち

と
焼
け
残
っ
た
残
骸
や
建
物
か
ら
、
元
の

物
や
部
屋
の
様
子
を
想
像
し
て
遊
ん
だ

り
し
た
こ
と
が
…
…
」。

小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
絵
が
得
意
だ
っ

作品64-10、無機物
1964 麻布に胡粉、水彩

116.5×91.5cm
撮影＝斎藤さだむ

河
口
龍
夫

36

1964「決まったシステムの〈自己否定の絵画〉によって、否
定しきれない自分は何かを確認しようとした」
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関係―時の杖（エスキース） 2005 紙に水彩、色鉛筆　26.5×18.2cm

し
た
り
共
鳴
さ
せ
た
り
す
る
芸
術
の
力

に
つ
い
て
考
え
た
」。

《
作
品
64
―
10
、
無
機
物
》（
１
９
６
４
）

は
、
初
め
て
の
銀
座
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の

２
人
展
に
出
品
し
た
初
期
作
の
１
点
。

「
ク
レ
ー
の
展
覧
会
を
観
る
機
会
が
あ
っ

て
、
作
品
の
小
さ
さ
と
内
容
の
豊
か
さ
、

深
さ
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。『
ク
レ
ー
の

日
記
』
を
読
ん
で
、
画
家
も
読
書
し
思
索

す
る
べ
き
だ
と
促
さ
れ
、
ク
レ
ー
が
読
ん

だ
本
の
リ
ス
ト
を
つ
く
っ
て
読
め
る
も
の

は
で
き
る
だ
け
読
み
ま
し
た
」。

「
《
無
機
物
》で
は
、
た
と
え
ば
円
と
円
を

む
す
ぶ
シ
ス
テ
ム
を
決
め
て
、〈
自
己
否
定

の
絵
画
〉に
よ
っ
て
、
否
定
し
き
れ
な
い
自

分
は
何
か
を
確
認
し
よ
う
と
し
た
」。

花
田
清
輝
や
岡
本
太
郎
が
説
い
た
対

極
主
義
な
ど
に
刺
激
を
受
け
て
、「
ア
ン

た
。
中
学
に
な
る
と
神
戸
市
民
美
術
教

室
に
通
っ
て
、
大
人
に
混
じ
っ
て
デ
ッ
サ
ン

を
学
ん
だ
。「
当
時
は
、
日
帰
り
で
倉
敷
の

大
原
美
術
館
に
行
っ
た
り
、
京
都
の
美
術

館
で『
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
』展
を
観
る
ぐ
ら

い
だ
っ
た
け
れ
ど
、
と
く
に
ど
の
画
家
に

も
影
響
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

よ
り
も
幅
広
く
知
っ
て
か
ら
、
自
分
は
ど

う
す
べ
き
か
決
め
た
い
と
思
っ
て
い
た
」。

１
９
５
８
年
、
上
京
し
て
、
多
摩
美
術

大
学
絵
画
科
に
入
学
。
福
沢
一
郎
、
建
畠

覚
造
の
授
業
や
講
評
を
受
け
た
。「
福
沢
先

生
は
、
批
評
会
の
と
き
に
遠
慮
し
て
数
点

見
せ
よ
う
と
す
る
と
、
他
の
作
品
も
全
部

丁
寧
に
観
て
、
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

っ
た
。
建
畠
先
生
か
ら
は
、ヘ
ン
リ
ー
・
ム

ー
ア
を
例
に
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
空
間

に
つ
い
て
教
わ
っ
た
。
自
分
で
ル
ネ
サ
ン
ス

の
美
術
史
を
読
ん
だ
り
、
１
作
ず
つ
キ
ュ

ビ
ス
ム
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
…
…
と
課
題

を
決
め
て
制
作
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」。

60
年
安
保
闘
争
時
に
は
、
街
頭
デ
モ
に

参
加
。
国
会
前
の
歴
史
的
な
デ
モ
の
渦
中

に
い
た
。「
噂
や
デ
マ
が
飛
び
交
っ
て
状
況

が
変
わ
っ
て
い
く
の
を
、
動
か
さ
れ
る
側

で
体
験
し
て
、
あ
ら
た
め
て
人
間
を
感
化

関係―種子 1986 鉛、種子（さつまい
も）45.8×36.1cm 撮影＝斎藤さだむ

2005 「見えないものを想像させることでは、

芸術と地下の世界は共通している」

関係ーエネルギー　1973 鉄、銅、石、水、
ニクロム線、電線、電球、蛍光管、ネオン管、
パイプヒーター、電熱器、光線治療器ほか
第8回パリ・ビエンナーレでのインスタレー
ション（パリ市立近代美術館）より

1973 「自分が作品をつくるというよりも、

人類がエネルギーを扱うという意識で制作しました」

デ
パ
ン
ダ
ン
'64
」
展
や
「
京
都
ア
ン
デ
パ
ン

ダ
ン
」
展
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
65
年

に
は
、
神
戸
に
も
ど
っ
て
地
元
の
作
家
た

ち
と
「
グ
ル
ー
プ〈
位
〉」
を
結
成
し
た
。

「
岐
阜
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
」
展（
１
９
６
５
）で
、

同
グ
ル
ー
プ
は
長
良
川
の
河
原
に
10
メ
ー

ト
ル
の
穴
を
掘
り
、
埋
め
も
ど
す
行
為
を

行
っ
た
。「
既
存
の
表
現
の
枠
を
は
ず
し
た

解
放
感
と
、
も
う
引
き
返
せ
な
い
と
い
う

切
迫
し
た
気
持
ち
が
あ
っ
た
」。

60
年
代
の
後
半
に
は
、ハ
ー
フ
・
ミ
ラ
ー

と
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ト
を
使
っ
た
り
、
地

図
、
書
類
な
ど
に
よ
る
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル

な
作
品
を
制
作
し
た
。
そ
の
こ
ろ
美
術
評

論
家
の
中
原
佑
介
が
企
画（
共
同
企
画
者
、

石
子
順
造
）
し
た
「
ト
リ
ッ
ク
ス
＆
ビ
ジ
ョ

ン
」
展（
１
９
６
８
）
や
現
代
日
本
美
術
展
な

ど
に
精
力
的
に
出
品
し
た
。
70
年
に
開

催
さ
れ
た
中
原
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
に
よ
る

「
東
京
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
1
9
7
0
―
人
間

と
物
質
」
展（
東
京
都
美
術
館
）
に
は
、
神
戸

の
須
磨
海
岸
の
渚
に
４
枚
の
板
を
固
定

し
、
潮
汐
が
変
化
す
る
様
子
を
定
点
撮
影

し
た
《
陸
と
海
》（
１
９
７
０
）を
出
品
。
70
年

以
降
に
多
く
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

日
本
の
現
代
美
術
に
お
け
る
、
写
真
に
よ

る
作
品
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
。

《
関
係
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
》（
１
９
７
３
）は
、
第

８
回
パ
リ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
出
品
作
。
電

線
や
物
質
の
伝
導
に
よ
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
さ
れ
た
電
流
が
、
光
や
熱
、
音
、
運
動

に
変
容
す
る
様
相
を
見
せ
た
。「
自
分
が

作
品
を
つ
く
る
と
い
う
よ
り
も
、
人
類
が

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
扱
う
と
い
う
意
識
で
制
作

し
ま
し
た
。
日
本
と
違
っ
て
は
っ
き
り
と

賞
賛
し
て
く
れ
る
人
が
多
い
の
も
驚
き
だ

っ
た
け
れ
ど
、
お
ま
え
の
作
品
は
、
東
洋

的
だ
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。（
一
神
教
の
）

む
こ
う
か
ら
す
る
と
、
汎
神
は
ん
し
ん

論
的
な
表
現

に
見
え
る
と
」。

70
年
代
の
は
じ
め
か
ら
は
、
様
々
な
物

と
現
象
の
あ
い
だ
に
あ
っ
て
世
界
を
構
成

し
て
い
る〈
関
係
〉が
、
作
品
の
キ
ー
・
コ
ン

セ
プ
ト
に
な
っ
た
。

《
関
係
―
種
子
》（
１
９
８
６
）は
、
１
７
０
種

以
上
の
種
子
を
鉛
板
で
覆
っ
た
シ
リ
ー
ズ

の
１
点
。
電
流
、
錆さ
び

、
温
度
、
摩
擦
、
星

か
ら
の
距
離
…
…
現
象
と
な
っ
て
あ
ら
わ

れ
る
世
界
と
の〈
関
係
〉
を
探
索
す
る
な

か
で
、
80
年
代
半
ば
か
ら
、
鉛
で
種
子
や

植
物
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
外
気
か
ら
遮
断
し
ゃ
だ
ん

す
る
シ
リ
ー
ズ
を
多
く
制
作
し
た
。
86
年

関係―時の杖　2004 ブロンズ、真鍮、銅　
224×1260×400cm（杖の全長）撮影＝山本糾
国際芸術センター青森（安藤忠雄設計）の庭に設置された作品。コンクリートの
壁面には、作家による詩が和文と英文で銅製の文字によって記されている。
（かつて地表であった地底に／長きブロンズの杖をつくとき／過ぎ去りし時間
の波紋が／杖の先端から杖の握り手に／振動する／あたかも過ぎ去りし時間
も／悠久であるかのように／鼓動する）
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関係―時の杖（エスキース） 2005 紙に水彩、色鉛筆　26.5×18.2cm

し
た
り
共
鳴
さ
せ
た
り
す
る
芸
術
の
力

に
つ
い
て
考
え
た
」。

《
作
品
64
―
10
、
無
機
物
》（
１
９
６
４
）

は
、
初
め
て
の
銀
座
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の

２
人
展
に
出
品
し
た
初
期
作
の
１
点
。

「
ク
レ
ー
の
展
覧
会
を
観
る
機
会
が
あ
っ

て
、
作
品
の
小
さ
さ
と
内
容
の
豊
か
さ
、

深
さ
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。『
ク
レ
ー
の

日
記
』
を
読
ん
で
、
画
家
も
読
書
し
思
索

す
る
べ
き
だ
と
促
さ
れ
、
ク
レ
ー
が
読
ん

だ
本
の
リ
ス
ト
を
つ
く
っ
て
読
め
る
も
の

は
で
き
る
だ
け
読
み
ま
し
た
」。

「
《
無
機
物
》で
は
、
た
と
え
ば
円
と
円
を

む
す
ぶ
シ
ス
テ
ム
を
決
め
て
、〈
自
己
否
定

の
絵
画
〉に
よ
っ
て
、
否
定
し
き
れ
な
い
自

分
は
何
か
を
確
認
し
よ
う
と
し
た
」。

花
田
清
輝
や
岡
本
太
郎
が
説
い
た
対

極
主
義
な
ど
に
刺
激
を
受
け
て
、「
ア
ン

た
。
中
学
に
な
る
と
神
戸
市
民
美
術
教

室
に
通
っ
て
、
大
人
に
混
じ
っ
て
デ
ッ
サ
ン

を
学
ん
だ
。「
当
時
は
、
日
帰
り
で
倉
敷
の

大
原
美
術
館
に
行
っ
た
り
、
京
都
の
美
術

館
で『
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
』展
を
観
る
ぐ
ら

い
だ
っ
た
け
れ
ど
、
と
く
に
ど
の
画
家
に

も
影
響
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

よ
り
も
幅
広
く
知
っ
て
か
ら
、
自
分
は
ど

う
す
べ
き
か
決
め
た
い
と
思
っ
て
い
た
」。

１
９
５
８
年
、
上
京
し
て
、
多
摩
美
術

大
学
絵
画
科
に
入
学
。
福
沢
一
郎
、
建
畠

覚
造
の
授
業
や
講
評
を
受
け
た
。「
福
沢
先

生
は
、
批
評
会
の
と
き
に
遠
慮
し
て
数
点

見
せ
よ
う
と
す
る
と
、
他
の
作
品
も
全
部

丁
寧
に
観
て
、
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

っ
た
。
建
畠
先
生
か
ら
は
、ヘ
ン
リ
ー
・
ム

ー
ア
を
例
に
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
空
間

に
つ
い
て
教
わ
っ
た
。
自
分
で
ル
ネ
サ
ン
ス

の
美
術
史
を
読
ん
だ
り
、
１
作
ず
つ
キ
ュ

ビ
ス
ム
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
…
…
と
課
題

を
決
め
て
制
作
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」。

60
年
安
保
闘
争
時
に
は
、
街
頭
デ
モ
に

参
加
。
国
会
前
の
歴
史
的
な
デ
モ
の
渦
中

に
い
た
。「
噂
や
デ
マ
が
飛
び
交
っ
て
状
況

が
変
わ
っ
て
い
く
の
を
、
動
か
さ
れ
る
側

で
体
験
し
て
、
あ
ら
た
め
て
人
間
を
感
化

関係―種子 1986 鉛、種子（さつまい
も）45.8×36.1cm 撮影＝斎藤さだむ

2005 「見えないものを想像させることでは、

芸術と地下の世界は共通している」
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ション（パリ市立近代美術館）より

1973 「自分が作品をつくるというよりも、

人類がエネルギーを扱うという意識で制作しました」

デ
パ
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ダ
ン
'64
」
展
や
「
京
都
ア
ン
デ
パ
ン

ダ
ン
」
展
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
65
年

に
は
、
神
戸
に
も
ど
っ
て
地
元
の
作
家
た
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と
「
グ
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位
〉」
を
結
成
し
た
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「
岐
阜
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デ
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ダ
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」
展（
１
９
６
５
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、

同
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プ
は
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の
河
原
に
10
メ
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ト
ル
の
穴
を
掘
り
、
埋
め
も
ど
す
行
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を

行
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た
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既
存
の
表
現
の
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を
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ず
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た

解
放
感
と
、
も
う
引
き
返
せ
な
い
と
い
う

切
迫
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た
気
持
ち
が
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た
」。

60
年
代
の
後
半
に
は
、ハ
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フ
・
ミ
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ブ
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・
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ト
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使
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り
、
地

図
、
書
類
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ど
に
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コ
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セ
プ
チ
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な
作
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を
制
作
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た
。
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の
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中
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介
が
企
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企
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者
、

石
子
順
造
）
し
た
「
ト
リ
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＆
ビ
ジ
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ン
」
展（
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９
６
８
）
や
現
代
日
本
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な

ど
に
精
力
的
に
出
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た
。
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に
開

催
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れ
た
中
原
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ー
に
よ
る

「
東
京
ビ
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レ
1
9
7
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と
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」
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術
館
）
に
は
、
神
戸

の
須
磨
海
岸
の
渚
に
４
枚
の
板
を
固
定

し
、
潮
汐
が
変
化
す
る
様
子
を
定
点
撮
影

し
た
《
陸
と
海
》（
１
９
７
０
）を
出
品
。
70
年

以
降
に
多
く
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

日
本
の
現
代
美
術
に
お
け
る
、
写
真
に
よ

る
作
品
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
。

《
関
係
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
》（
１
９
７
３
）は
、
第

８
回
パ
リ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
出
品
作
。
電

線
や
物
質
の
伝
導
に
よ
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
さ
れ
た
電
流
が
、
光
や
熱
、
音
、
運
動

に
変
容
す
る
様
相
を
見
せ
た
。「
自
分
が

作
品
を
つ
く
る
と
い
う
よ
り
も
、
人
類
が

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
扱
う
と
い
う
意
識
で
制
作

し
ま
し
た
。
日
本
と
違
っ
て
は
っ
き
り
と

賞
賛
し
て
く
れ
る
人
が
多
い
の
も
驚
き
だ

っ
た
け
れ
ど
、
お
ま
え
の
作
品
は
、
東
洋

的
だ
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。（
一
神
教
の
）

む
こ
う
か
ら
す
る
と
、
汎
神
は
ん
し
ん

論
的
な
表
現

に
見
え
る
と
」。

70
年
代
の
は
じ
め
か
ら
は
、
様
々
な
物

と
現
象
の
あ
い
だ
に
あ
っ
て
世
界
を
構
成

し
て
い
る〈
関
係
〉が
、
作
品
の
キ
ー
・
コ
ン

セ
プ
ト
に
な
っ
た
。

《
関
係
―
種
子
》（
１
９
８
６
）は
、
１
７
０
種

以
上
の
種
子
を
鉛
板
で
覆
っ
た
シ
リ
ー
ズ

の
１
点
。
電
流
、
錆さ
び

、
温
度
、
摩
擦
、
星

か
ら
の
距
離
…
…
現
象
と
な
っ
て
あ
ら
わ

れ
る
世
界
と
の〈
関
係
〉
を
探
索
す
る
な

か
で
、
80
年
代
半
ば
か
ら
、
鉛
で
種
子
や

植
物
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
外
気
か
ら
遮
断
し
ゃ
だ
ん

す
る
シ
リ
ー
ズ
を
多
く
制
作
し
た
。
86
年

関係―時の杖　2004 ブロンズ、真鍮、銅　
224×1260×400cm（杖の全長）撮影＝山本糾
国際芸術センター青森（安藤忠雄設計）の庭に設置された作品。コンクリートの
壁面には、作家による詩が和文と英文で銅製の文字によって記されている。
（かつて地表であった地底に／長きブロンズの杖をつくとき／過ぎ去りし時間
の波紋が／杖の先端から杖の握り手に／振動する／あたかも過ぎ去りし時間
も／悠久であるかのように／鼓動する）

ホルベイン 画家たちの美術史
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かわぐち・たつお 1940年兵庫県神戸市生まれ。62年多摩美術大学絵画科卒業。65年前衛集団「グルー
プ〈位〉」結成。68,73年ジャパン・アートフェスティバル優秀賞、2003年宇部市現代彫刻展・兵庫県立美術
館賞受賞。現在、筑波大学名誉教授。主な個展に68年村松画廊（東京）、75年南画廊（東京）、84,87年雅
陶堂ギャラリー竹芝（東京）、86年大阪府立現代美術センター、89年ヒルサイド・ギャラリー（東京）、90年神
奈川県立近代美術館、97年千葉市美術館、98年水戸芸術館現代美術ギャラリー（茨城）、いわき市美術館
（福島）、99年京都市美術館、03年釜山市立美術館（韓国）、ヒルサイド・フォーラム（東京）、04年名古屋市
美術館、05年国際芸術センター青森、91,00,05年横田茂ギャラリー（東京）など。主なグループ展は、65年
「グループ〈位〉」展（神戸国際会館ギャラリー）、「岐阜アンデパンダン」展、70年東京ビエンナーレ1970（東
京都美術館ほか）、73年第8回パリ・ビエンナーレ、82年第5回インド・トリエンナーレ（ニューデリー）、第12回
サンパウロ・ビエンナーレ（ブラジル）、89年「前衛芸術の日本」（ポンピドゥー・センター、パリ）、94年「大地
の魔術師たち」（ポンピドゥー・センター、パリ）、「1945年以降の日本の芸術」（グッゲンハイム美術館、ニュ
ーヨーク）、00,03年越後妻有アートトリエンナーレ（新潟）、02年「美術の力」（兵庫県立美術館）、04年「痕
跡」（京都国立近代美術館、東京国立近代美術館）、「グループ〈位〉」展（兵庫県立美術館）、05年「東京府美
術館の時代 1926-1970」（東京都現代美術館）など

千葉県長生村のアトリエにて。長年
教鞭をとった筑波大学を退官後、房
総の海辺に新しいアトリエをつく
り、2年前に移住した。ダイアリー
のように貼られた作品の完成後に
も描くというエスキース。様々な想
像の地層へ《時の杖》が伸びている
［＊］

芸
術
セ
ン
タ
ー
青
森
で
開
催
さ
れ
た
個
展

の
前
年
に
同
館
に
設
置
し
た
最
近
作
の
１

点
。
広
場
の
中
心
に
真
鍮

し
ん
ち
ゅ
う

製
の
丸
鏡
を

置
い
て
、
鏡
と
地
層
を
貫
く
よ
う
に
４
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
の
長
さ
の
ブ
ロ
ン
ズ
の
杖
が
、

握
り
手
を
残
し
て
埋
め
ら
れ
た
。「
種
子

の
作
品
で
は
誕
生
を
、
近
年
の
化
石
の
作

品
で
は
死
と
時
間
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
き

て
、
杖
も
自
分
を
含
め
た
老
い
と
い
う
生

命
の
時
間
へ
の
つ
な
が
り
か
ら
」。

「
青
森
で
は
、
近
く
に
縄
文
遺
跡
が
あ
る

こ
と
が
、
地
層
に
関
わ
る
作
品
の
構
想
を

生
み
ま
し
た
。
見
え
な
い
も
の
を
想
像
さ

せ
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
芸
術
と
地
下
の

世
界
は
共
通
し
て
い
る
」。

壁
に
は
作
品
の
完
成
後
に
も
描
く
と

い
う
エ
ス
キ
ー
ス
が
並
ん
で
、〈
時
の
杖
〉

が
様
々
な
想
像
の
測
り
を
地
層
に
伸
ば

し
て
い
る
。
戸
外
に
出
る
と
、
海
辺
の
闇

が
あ
た
り
を
蔽お
お

っ
て
い
た
。
種
子
を
タ
イ

ム
・
カ
プ
セ
ル
に
し
た
作
品
を
集
積
し
た

〈
小
屋
〉が
、
シ
ェ
ル
タ
ー
の
影
の
よ
う
に

黙
し
て
い
た
。◎

た
か
み
・
あ
き
ひ
こ﹇
美
術
評
論
家
﹈

２
０
０
５
年
11
月
12
日
、
千
葉
県
長
生
郡
長
生
村

の
作
家
ア
ト
リ
エ
に
て
取
材

さ
れ
た
「
大
地
の
魔
術
師
た
ち
」
展
で
の

《
関
係
―
種
子
、
土
、
水
、
空
気
》（
１
９
８

６
〜
）は
、《
関
係
―
種
子
》
と
土
、
水
、
空

気
を
そ
れ
ぞ
れ
封
じ
た
金
属
カ
プ
セ
ル
を

展
示
し
た
。

《
関
係
―
時
の
杖つ
え

》（
２
０
０
４
）は
、
国
際

に
ソ
ビ
エ
ト
で
発
生
し
世
界
を
震
撼
し
ん
か
ん

さ
せ

た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
よ
る
放

射
能
汚
染
や
、
縄
文
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ

た
ハ
ス
の
種
子
が
発
芽
し
た
ニ
ュ
ー
ス
が
き

っ
か
け
に
な
っ
た
と
作
家
は
語
っ
て
い
る
。

89
年
、
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
・
セ
ン
タ
ー
で
開
催
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